
　
厚
労
省
が

定
額
診
療
で

の
か
か
り
つ

け
医
登
録
制

を
検
討
し
て
い
る
と
日
経
で
報

道
さ
れ
た
。
す
ぐ
厚
労
大
臣
は

否
定
し
た
が
▼
現
行
の
地
域
包

括
診
療
料
は
、
要
件
が
厳
し
く

算
定
医
療
機
関
は
0
・
2
％
程

度
と
聞
く
。
月
額
1
5
0
0
点

程
度
の
定
額
制
で
、
薬
剤
費
は

出
来
高
払
い
。
急
変
増
悪
時
所

定
点
数
5
5
0
点
以
上
の
検

査
・
画
像
診
断
・
処
置（
診
療
所

で
算
定
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
）

は
請
求
で
き
る
が
、
簡
単
な
処

置
・
検
査
等
は
算
定
で
き
な
い

▼
患
者
の
体
調
悪
化
時
、
診
療

所
で
は
自
院
の
持
ち
出
し
に
な

ら
な
い
よ
う
な
簡
略
な
診
療
を

推
奨
す
る
制
度
だ
。
原
因
疾
患

の
早
期
発
見
が
遅
れ
、
疾
病
が

重
層
化
す
る
危
険
が
あ
る
。
重

症
化
し
て
か
ら
の
診
療
は
、
病

院
へ
紹
介
す
る
こ
と
に
な
る
。

終
末
期
の
高
額
医
療
に
つ
な
が

り
、
死
期
を
早
め
る
こ
と
に
も

▼
将
来
の
悪
化
を
見
越
し
軽
微

な
う
ち
に
対
応
す
る
、
未
病
の

予
防
と
い
う
か
か
り
つ
け
医
本

来
の
役
割
は
否
定
さ
れ
て
い

る
。
か
か
り
つ
け
医
の
診
療
内

容
に
疑
問
が
あ
っ
て
も
、
登
録

制
の
た
め
す
ぐ
に
は
転
医
で
き

な
い
状
況
に
患
者
は
陥
る
。
か

か
り
つ
け
医
と
の
信
頼
関
係
が

く
ず
れ
、
疾
病
の
重
症
化
が
進

む
▼
登
録
制
は
人
気
投
票
的
な

面
も
あ
り
、
医
学
的
で
な
い
患

者
迎
合
の
医
療
が
横
行
す
る
危

険
は
な
い
の
か
▼
18
年
診
療
報

酬
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｐ
が
終
末
期
医
療

の
算
定
要
件
に
入
っ
た
。
少
子

化
対
策
に
失
敗
し
た
政
府
は
、

健
康
寿
命
延
伸
化
に
よ
る
高
齢

者
雇
用
推
奨
と
セ
ッ
ト
で
、フ
レ

イ
ル
高
齢
者
の
早
死
を
謀
っ
て

い
る
。年
金
対
策
か
？
（
恭
仁
）

　
京
都
市
西
陣
医
師
会
選
出

の
代
議
員
・
予
備
代
議
員
に

欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ

に
と
も
な
い
京
都
府
保
険
医

協
会
選
挙
規
定
第
32
条
1
項

に
よ
り
、
代
議
員
・
予
備
代

議
員
の
補
欠
選
挙
の
公
示
を

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
7
月
25
日

（
木
）

　
▽
締
切
日
時
＝
8
月
2
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
2

人
、
予
備
代
議
員
3
人

　
▽
任
　
期
＝
21
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・
　

予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

京
都
市
西
陣

　
協
会
理
事
会
は
、「『
か
か
り

つ
け
医
』
の
登
録
制
は
断
じ
て

容
認
で
き
な
い
」
と
す
る
声
明

を
7
月
9
日
の
第
5
回
定
例
理

事
会
で
採
択
し
た
。
こ
れ
は
、

6
月
25
日
の
日
本
経
済
新
聞
に

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
登
録
制

を
厚
生
労
働
省
が
検
討
し
て
い

る
と
の
報
道
が
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
の
も
の
。

　
同
紙
に
よ
る
と
国
は
、
医
療

費
抑
制
の
た
め
に
、
患
者
が
任

意
で
か
か
り
つ
け
医
を
登
録

し
、
診
療
料
を
月
単
位
の
定
額

に
し
て
過
剰
な
医
療
の
提
供
を

抑
え
た
り
、
か
か
り
つ
け
医
以

外
を
受
診
す
る
場
合
は
負
担
を

上
乗
せ
し
て
大
病
院
や
複
数
医

療
機
関
の
受
診
を
減
ら
す
案
を

検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
協
会
は
、
こ
の
「
か
か

り
つ
け
医
」
の
登
録
制
は
、
医

療
費
総
額
抑
制
と
同
時
に
人
頭

登
録
払
い
を
実
現
し
、
患
者
数

に
見
合
っ
た
医
師
数
（
開
業
医

数
）
を
割
り
出
し
て
管
理
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
で
あ

り
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
、

と
し
た
。

　
根
本
厚
生
労
働
大
臣
は
同

日
、「
事
実
で
は
な
い
」
と
会

見
で
否
定
し
た
が
、
同
省
が
そ

の
導
入
を
何
度
も
目
論
ん
で
は

ね
返
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
経
緯

を
見
れ
ば
、
底
流
に
あ
り
続
け

て
い
る
構
想
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
首
相
直

轄
で
あ
る
経
済
財
政
諮
問
会
議

の
「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画

工
程
表
2
0
1
8
」
に
は
、
か

か
り
つ
け
医
の
普
及
と
セ
ッ
ト

で
「
外
来
受
診
時
等
の
定
額
負

担
の
導
入
を
検
討
」
を
「
骨
太

2
0
2
0
」
に
方
針
化
す
る
こ

と
を
記
載
。
20
年
度
や
22
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
な
ど
を
視
野

に
入
れ
て
お
り
、
同
省
の
意
向

に
か
か
わ
ら
ず
政
府
全
体
と
し

て
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
は
、
患
者
側
か
ら
す
れ

ば
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
否
定

だ
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
よ

う
に
、
直
接
専
門
科
の
診
療
を

受
け
る
こ
と
は
原
則
不
可
と
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
家

庭
医
に
よ
る
診
療
が
必
要
と
す

る
仕
組
み
を
、
果
た
し
て
日
本

に
お
い
て
国
民
が
受
け
入
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
財
務
省
は
国
民
皆
保
険
と
そ

れ
を
支
え
て
き
た
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
、
自
由
開
業
制
、
出
来
高

払
い
こ
そ
が
医
療
費
増
大
を
招

く
構
造
だ
と
主
張
し
て
改
革
を

求
め
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
が
効
率
的
に
機
能
し
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
世
界
に
冠
た

る
国
民
皆
保
険
制
度
が
築
か
れ

て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
「
登
録
制
」
は
そ
れ
を
突
き

崩
す
一
歩
と
な
る
。
そ
の
方
向

に
軌
道
を
敷
い
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
医
療
界
全
体
と
し
て
の

妥
協
を
許
さ
な
い
取
組
み
が
問

わ
れ
て
い
る
。

　
協
会
理
事
会
の
声
明
は
、
こ

の
よ
う
な
国
の
政
策
に
対
峙

し
、
患
者
・
国
民
と
結
ん
で
国

民
皆
保
険
制
度
を
守
っ
て
い
く

決
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
関
連
3
面
）

日
経
報
道
受
け
て
理
事
会
声
明

2
0
2
0
年
度
診
療
報
酬
改
善
に

向
け
て
署
名
運
動
ス
タ
ー
ト

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
か
か
り
つ
け
医
」登
録
制
は
容
認
で
き
な
い

　
「
2
0
2
0
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
関
す
る
要
請
書
署
名
」

を
会
員
各
位
に
本
紙
に
て
お
届

け
し
て
い
る
。

　
中
医
協
は
秋
か
ら
改
定
議
論

の
「
第
2
ラ
ウ
ン
ド
」
を
開
始

す
る
。
協
会
は
こ
れ
に
向
け
て

厚
生
労
働
省
へ
の
改
善
要
請
行

動
を
予
定
し
て
い
る
。
集
約
し

た
多
数
の
署
名
を
持
っ
て
厚
労

省
交
渉
を
実
施
し
、
次
回
改
定

の
改
善
に
つ
な
げ
た
い
。
ま

た
、
首
相
、
財
務
相
、
中
医
協

会
長
・
委
員
等
関
係
各
所
に
も

提
出
し
て
要
請
す
る
。

　
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、

運
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た

だ
き
、
本
紙
同
封
の
「
改
善
要

請
書
」
に
ご
署
名
の
上
、
協
会

ま
で
ご
返
送
願
い
た
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
地
区
医
師

会
と
の
懇
談
な
ど
で
会
員
か
ら

出
さ
れ
た
改
善
に
向
け
て
の
意

見
は
、
理
事
会
で
検
討
の
上
、

保
団
連
に
報
告
し
、
で
き
る
限

り
「
2
0
2
0
年
度
保
団
連
要

求
」（
同
封
）
に
盛
り
込
ま
せ

た
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

４月25日に開催した医療安全講
習会の内容を講演録としてまと
めましたので、会員各位にお届
けします。昨今、増加傾向にあ
る採血時のトラブルをテーマに
しています。ぜひご参照下さい。

収載講演
1.  採血時の末梢神経損傷について
勝見 泰和院長 
（医療法人財団医道会 十条武田リハビリテーション病院）

2.  穿刺事故における過失とガイドラインの関係
福山 勝紀弁護士 （あやめ法律事務所）

ひと刺しで神経損傷？
～本当に正中神経損傷ですか？　　
　　　　　ＣＲＰＳですか？～

2018年度医療安全講習会講演録

　財務省の財政制度等審議会は2019年６月19日、「令和時代の財政の在り方に関する建議」を公表しま
した。2020年度の診療報酬改定について、「診療報酬本体、薬価など、保険償還の対象となるサービス
の価格については、国民負担を軽減する観点から、できる限り効率的に提供するよう、診療報酬の合理
化・適正化等を進めていく必要がある」との方針を打ち出しました。　診療報酬改定は、2014年度、2016年度、2018年度と３回連続して実質マイナス改定となっています。
　これまで京都府保険医協会は診療報酬改善に向けて会員署名運動を実施、集約された会員の思いを携
えて厚生労働省に対して直接改善を要請することで、少しでも改善を得てきました。「会員の声、要求
を届ける運動」の有効性を切に感じ、アンケートと署名による要求・要請を実行してきました。
　今回も会員要請書署名運動に取り組み、次回2020年度改定に対する会員の声、要求を集約して、
秋までに関係各所に要請したいと考えています。

2019年７月25日
京都府保険医協会の会員のみなさま

2020年度診療報酬改定に関する要請書署名へのご協力のお願い
京都府保険医協会
理事長　　鈴	木　　卓

2 0 1 9 年 (令和元年) 7 月 2 5 日 第 3 0 5 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

更
な
る
軽
減
を 

　
京
都
市
の
子
ど
も
医
療 

（
2
面
）

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を

　
　
　
京
都
連
絡
会
総
会 

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

　
2
0
1
8
年
度
（
18
年
6
月

〜
19
年
5
月
）
も
会
員
各
位
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
事
故
に
関

す
る
報
告
・
相
談
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
。

　
昨
年
度
の
主
な
特
徴
と
し

て
、
①
医
療
事
故
報
告
件
数
は

前
年
度
よ
り
減
少
し
36
件
に
留

ま
っ
た
②
17
年
度
に
は
37
年
振

り
に
診
療
所
の
件
数
が
病
院
を

上
回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
18

年
度
は
減
少
に
転

じ
、
事
故
報
告
数
の

病
診
比
率
は
、
ほ
ぼ

同
数
と
な
っ
た
③
複

数
回
の
医
事
紛
争
を

報
告
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
も
、
前
年
度
と
同
数

で
あ
っ
た
④
解
決
率
に
つ
い
て

は
、
全
事
故
報
告
の
う
ち
97
・

7
％
（
過
去
最
高
）
が
解
決
に

達
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
高

水
準
を
保
っ
て
い
る
―
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
17
年
度
は
、「
注
射
」

に
ま
つ
わ
る
医
療
事
故
報
告
件

数
が
突
出
し
て
い
た
が
、
昨
年

度
は
報
告
件
数
と
し
て
は
減
少

し
た
。
し
か
し
、
患
者
と
具
体

窺
え
た
。
協
会
で
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
危
機
感
を
抱
き
、

昨
年
度
に
は
専
門
医
と
弁
護
士

を
講
師
に
迎
え
、「
ひ
と
刺
し

で
神
経
損
傷
？　
本
当
に
正
中

神
経
損
傷
で
す
か
？　
Ｃ
Ｒ
Ｐ

Ｓ
で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
医

療
安
全
講
習
会
を
開
催
し
、
採

血
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て

学
習
の
場
を
設
け
た
。

　
今
年
度
も
、
注
射
時
の
ト
ラ

ブ
ル
と
同
様
に
会
員
各
位
が
日

々
の
医
療
安
全
（
紛
争
対
応
・

紛
争
予
防
）
に
取
り
組
む
上

で
、
参
考
と
な
る
よ
う
な
講
習

会
等
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度

は
協
会
が
医
療
安
全

に
取
り
組
ん
で
60
年

目
を
迎
え
る
節
目
の

年
で
あ
る
。
5
年
前

に
は
55
周
年
を
記
念

し
『
医
事
紛
争
事
例
集
―
医
師

が
選
ん
だ
55
事
例
』
を
発
行
し

た
が
、
今
回
も
60
周
年
を
記
念

し
、
新
た
に
会
員
各
位
に
役
立

つ
と
思
わ
れ
る
60
事
例
を
厳
選

し
『
医
事
紛
争
事
例
集
―
医
師

が
選
ん
だ
60
事
例
』
と
、
ま
た

そ
の
事
例
を
映
像
化
し
た
「
医

療
安
全
研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―

p
a
r
t
Ⅲ
」
の
発
行
を
予
定

し
て
い
る
。
会
員
各
位
に
は
、

是
非
と
も
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
日
常
診
療
に
お
け
る
「
安

全
」
と
「
安
心
」
を
一
層
高
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
協
会
は
半
世
紀
以
上
も
医
療

安
全
に
取
り
組
ん
で
き
た
全
国

的
に
も
稀
に
み
る
医
療
団
体
で

あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
実

績
も
確
か
な
も
の
が
あ
る
と
自

負
し
て
い
る
。
医
療
事
故
な
ど

患
者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
際

に
は
、
是
非
協
会
に
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
。

新
年
度
に
あ
た
っ
て 

医
療
安
全
対
策
部
会

的
な
ト
ラ
ブ
ル
ま
で
に
は
発
展

し
な
い
も
の
の
、
協
会
に
寄
せ

ら
れ
る
注
射
（
採
血
）
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
相
談
は
相
変
わ

ら
ず
多
く
、
会
員
各
位
が
患
者

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が

副
理
事
長
　
林
　
一
資

協
会
の
医
療
安
全
活
動
で

診
療
の
安
全
・
安
心
向
上
を



　
天
の
声
、「
環
境
保
健
は
、

過
激
な
学
問
や
ね
…
。
サ
イ
エ

ン
ス
と
し
て
の
展
開
は
ど

う
？
」
ま
さ
に
シ
ニ
カ
ル
な
ご

意
見
。

　
我
が
国
で
は
、
明
治
以
前
は

漢
方
が
主
で
あ
り
、
漢
方
で

は
、
本
道
（
内
科
）、
外
科
、

産
科
、
小
児
科
、
眼
科
、
鍼
灸

が
あ
っ
た
。
漢
方
で
は
、
環
境

要
因
は
風
邪
（
フ
ウ
ジ
ャ
）
と

し
て
と
ら
え
、
西
洋
医
学
で
は

こ
う
し
た
〝
風
邪
〞
は
う
さ
ん

臭
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
我
が
国
の
小
児

科
は
、
疳
の
虫
や
夜
泣
き
は
あ

ま
り
対
象
と
し
な
い
。
も
っ
ぱ

ら
、
京
都
洛
北
の
三
宅
八
幡
な

ど
疳
の
虫
封
じ
の
民
間
療
法
に

依
っ
て
き
た
。

　
2
0
1
3
年
、
秋
田
大
学
医

学
部
小
児
科
の
高
橋
勉
教
授
か

ら
、「
ど
う
も
痛
み
を
訴
え
る

家
系
が
あ
る
の
で
、
原
因
を
突

き
止
め
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
連

絡
が
あ
っ
た
。
筆
者
の
前
任
地

で
あ
っ
た
秋
田
大
学
で
、
筆
者

は
小
児
科
と
協
力
し
多
く
の
遺

伝
性
疾
患
の
原
因
遺
伝
子
を
特

定
し
て
き
た
。
京
都
大
学
の
我

々
は
遺
伝
子
解
析
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
Ｓ

Ｃ
Ｎ
11
Ａ
（N

av1.9

）
に
機

能
獲
得
性
変
異
を
見
出
し
、
こ

の
変
異
を
入
れ
た
マ
ウ
ス
で

も
、
傷
み
の
感
受
性
が
上
が

り
、
電
気
生
理
的
に
脊
髄
後
根

神
経
で
は
興
奮
性
が
増
す
こ
と

が
証
明
で
き
た
。
こ
の
結
果
、

こ
の
疾
患
を
小
児
四
肢
疼
痛
発

作
症
と
命
名
し
（
図
）、
現
在

も
臨
床
研
究
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
チ
ャ
ン
ネ
ル

は
、
全
部
で
九
つ
知
ら
れ
て
お

り
、
神
経
細
胞
や
筋
肉
な
ど
の

興
奮
に
関
わ
っ
て
い
る
。 Nav

1.1

〜3

、N
av1.6 

は
中
枢

神
経
で
発
現
し
、N

av1.4 

は

筋
肉
で
、N

av1.5 

は
心
臓

で
、N

av1.7

、N
av1.8

、

N
av1.9 

は
末
梢
神
経
に
発

現
し
て
い
る
。
小
児
四
肢
疼
痛

発
作
症
は
、Nav1.9 

が
原
因

と
な
る
が
、一
部 N

av1.7

や

N
av1.8 

も
原
因
と
な
る
よ

う
で
あ
る
。

　
N
av1.9 

は
、
末
梢
神
経

と
腸
管
に
発
現
し
、
骨
や
皮
膚

の
痛
み
や
か
ゆ
み
な
ど
を
伝
達

す
る
。
小
児
四
肢
疼
痛
発
作
症

の
患
者
の
う
ち
、
3
分
の
1
が

N
av1.9 

に
変
異
を
持
っ
て
お

り
、
不
思
議
な
こ
と
は
、
そ
の

患
者
さ
ん
は
ほ
ぼ
全
員
が
雨
天

と
寒
冷
曝
露
で
痛
み
の
発

作
が
起
こ
る
と
訴
え
て
い

る
。
遺
伝
子
解
析
を
す
る

前
の
自
由
記
載
に
よ
る
問

診
の
た
め
、
選
択
バ
イ
ア

ス
や
思
い
出
し
バ
イ
ア
ス

は
な
い
。
漢
方
の
言
う
、

「
低
気
圧
が
来
る
と
頭
痛

が
す
る
」「
冷
え
で
関
節

が
痛
む
」
と
い
う
訴
え

は
、
実
は
大
い
に
根
拠
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ど
の
よ
う
に
低
気
圧
を

感
じ
る
の
か
？　
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
わ
か
ら
な
い
。
し

か
し
、N

av1.9 

に
機
能
獲
得

性
変
異
を
持
つ
人
は
、
天
気
が

予
測
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
う

い
え
ば
、
諸
葛
亮
孔
明
は
天
気

を
予
測
で
き
た
。
我
が
国
の
戦

国
時
代
の
軍
師
で
も
、
天
気
が

予
測
で
き
る
軍
師
は
多
く
い

る
。
北
条
の
風
魔
小
太
郎
、
武

田
信
玄
の
山
本
勘
助
も
天
気
が

予
測
で
き
た
と
い
う
。
種
々
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
一

部
の
機
能
獲
得
性
変
異
は
、
常

人
に
は
な
い
新
た
な
知
覚
や
感

性
を
賦
与
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
と
考
え
る
。
気
象
や
環

境
の
み
な
ら
ず
、
人
間
関
係
や

画
像
認
識
、
数
学
的
イ
メ
ー

ジ
、
言
語
能
力
に
お
い
て
も
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど

の
遺
伝
子
の
変
異
が
、
芸
術
家

の
天
才
的
で
創
造
的
な
世
界
を

図　小児四肢疼痛発作症
０歳から突然泣き出すことで気付かれる。
常染色体優性遺伝形式（家族集積性あり）
痛みは四肢のみ。他の随伴症状はない。
低気圧・悪天候、疲労で誘発されやすい。
青年期になると痛みが軽快する。
長期予後は良好（と推測される）。
３分の１の患者にNav1.9の機能獲得性
変異が見つかる。

漢方でいう「疳の虫」「夜泣き」に相当する。

よく痛む部位
痛むこともある
部位

　
9
月
以
降
の
京
都
府
の
制
度

拡
充
に
あ
わ
せ
て
、
京
都
市
の

子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
も
3

歳
〜
15
歳
の
通
院
外
負
担
が
3

0
0
0
円
か
ら
1
5
0
0
円
に

軽
減
さ
れ
る
。
協
会
は
こ
の
4

年
ぶ
り
の
拡
充
に
つ
い
て
、
小

児
科
医
が
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。
協
会
会
員
で
京
都
市
内
の

小
児
科
標
榜
医
療
機
関
2
8
3

を
対
象
に
し
た
。
回
答
率
は
26

％
（
74
人
）
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
切
実
な
意
見
が
多
く
み
ら

れ
た
。

　
京
都
市
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
、「
更
な
る
軽
減
が
必
要
」

70
％
が
、「
十
分
だ
と
思
う
」

18
％
を
上
回
っ
た
（
図
）。

　
「
更
な
る
軽
減
が
必
要
」
と

答
え
た
方
に
、
優
先
す
べ
き
軽

減
レ
ベ
ル
を
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、「
段
階
的
に
で
も
中
学
生

ま
で
2
0
0
円
負
担
と
す
べ

き
」
48
％
、「
少
な
く
と
も
就

学
前
は
2
歳
ま
で
と
同
じ
2
0

0
円
負
担
に
す
る
べ
き
」
44
％

で
ほ
ぼ
並
ん
だ
。
そ
の
他
意
見

の
中
に
も
「
全
て
無
料
」
と
の

記
載
が
複
数
あ
っ
た
。

受
診
控
え
の
実
例
も

　
経
済
的
負
担
が
理
由
と
考
え

ら
れ
る
未
受
診
・
受
診
控
え
等

事
例
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る

か
と
の
問
い
に
は
、「
あ
る
」

19
％
、「
な
い
」
33
％
だ
が
、

「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
も

47
％
あ
っ
た
。
具
体
的
事
例
の

記
載
で
は
、
助
成
年
齢
が
受
診

の
切
れ
目
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
や
、
患
者
か
ら
の
訴
え
で
処

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

その他 12％
十分だと思う 18％

更なる軽減が必要 70％

図　京都市の今回の負担軽減をどう思うか

表 1  経済的負担が理由と考えられる未受診・受診
控え等事例

３歳になったとたんに受診しなくなる

３、16歳になると受診回数が減る

喘息など再診が必要なのに来院なくそのままに

受診回数が減るよう薬の処方を多めにしてほしいといわ
れる

４人兄弟が皆喘息で経済的につらいとの訴えがあり、症
状が安定している児は３カ月処方にしたことがある

仕事が休めず受診できない。休むと仕事を辞めさせられ
るとのこと

表 2 子どもの医療を受ける権利についての意見から
居住地による医療費格差は若い親たちにとって負担感が
強い

不必要に受診を繰り返す子どもを見たことはなく、「コン
ビニ受診」の意味がわからない

医療は生きていくために必要なものであり、経済的な格
差で内容に差が生じることはなるべく避けてほしい

格差のない医療へ。観光にばかり金を使わないでほしい

少子化のおり小児の医療は重要。子どもの医療を胎児期
にまで広げてほしい

必要な医療を受けることが子どもの成長発達を支えるた
めに不可欠。今後の国を支えることにもつながるとの認
識をもつ必要

子どものおかれている社会状況をよく知るよう努めて、
医療を受ける権利を護っていくのも、小児科医の務めで
ある

インフルエンザのワクチン接種に補助があればと思います

京都府には完全看護の小児科病棟や児童福祉・公衆衛生
部門等の行政機関と連携する機能を備えた小児専門病院
が存在しない。そのため重症心身障害児者の患者など支
障を来している。このような体系的に予算を投じるべき
政策をしっかりと行っていただきたい

小児科の中でも発達障害のお子さんの診療は毎回の時間
だけでなく期間も長くかかるが、クリニックが受ける医療
費が少なく、きちんと診てあげることのできるクリニック
が拡がりません。時間をかけた分の医療費をクリニックに
支払ってほしいです。しかも患者負担のないかたちで

方
を
変
え
た
な
ど
の
事
例
が
寄

せ
ら
れ
た
（
表
1
）。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
を
受

け
る
権
利
に
つ
い
て
自
由
記
載

で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
27
件
の
記

載
が
あ
っ
た
。
中
に
は
負
担
の

無
料
化
に
批
判
的
な
も
の
も
見

ら
れ
た
が
、「
経
済
的
負
担
を

理
由
に
医
療
が
制
限
さ
れ
る
世

の
中
に
す
べ
き
で
は
な
い
」
な

ど
の
制
度
拡
充
を
望
む
意
見
が

大
半
を
占
め
た
（
表
2
）。

つ
く
り
だ
す
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
一
方
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
は
こ
の
よ
う
な
新
た
な

能
力
を
獲
得
し
た
個
人
は
、
能

力
ゆ
え
の
〝
痛
み
〞
を
も
生
む

可
能
性
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、「
奇
貨
」
を
重
ん
じ
る
こ

と
は
、新
自
由
主
義
の
単
純
な

〝
勝
ち
組
〞
か
〝
負
け
組
〞
の

選
別
で
は
な
く
、
多
様
性
を
重

ん
じ
る
思
想
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
多
様

性
を
生
む
ナ
ト
リ
ウ
ム
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
不
思
議
に
魅
せ
ら
れ
て

い
る
。
今
後
の
新
し
い
環
境
医

学
で
は
、自
然
や
社
会
、言
語
、

人
間
関
係
な
ど
の
多
様
性
を
、

遺
伝
子
と
環
境
要
因
で
明
ら
か

に
す
る
の
が
最
先
端
研
究
の
一

部
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
天
の
声

に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。 （
完
）

　
前
回
、
人
員
基
準
を
管
理
す

る
上
で
知
っ
て
お
く
べ
き
「
常

勤
」「
専
ら
」
の
考
え
方
を
紹

介
し
た
。
今
回
は
外
来
化
学
療

法
加
算
の
規
定
を
引
用
し
て
人

員
管
理
に
つ
い
て
さ
ら
に
紹
介

す
る
。

　
外
来
化
学
療
法
加
算
1
に

は
、
看
護
師
の
配
置
要
件
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
施
設
基
準
の

通
知
が
あ
る
。「
化
学
療
法
の

経
験
を
5
年
以
上
有
す
る
専
任

の
常
勤
看
護
師
が
化
学
療
法
を

実
施
し
て
い
る
時
間
帯
に
お
い

て
常
時
当
該
治
療
室
に
勤
務
し

て
い
る
こ
と
」。
こ
の
文
中
の

一
部
で
も
満
た
さ
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
人

員
基
準
を
満
た
さ
な
い
と
し
て

当
該
施
設
基
準
の
返
上
や
自
主

返
還
を
求
め
ら
れ
か
ね
な
い
。

経
験
は
「
5
年
以
上
」
な
の
で

5
年
未
満
で
あ
れ
ば
不
可
。

「
常
勤
」
な
の
で
非
常
勤
で
あ

れ
ば
不
可
（
本
紙
第
3
0
5
3

号
参
照
）。「
看
護
師
」
と
さ
れ

て
い
る
の
で
保
健
師
、
助
産
師

な
ら
よ
い
が
、
准
看
護
師
は
不

可
。「
専
任
」
と
は
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
化
学
療
法
実
施
時

間
帯
は
、
化
学
療
法
室
に
勤
務

し
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

当
該
時
間
帯
に
他
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
は
不
可
（
専
任
看
護

師
を
複
数
配
置
し
て
い
る
場
合

は
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
1
人

は
化
学
療
法
実
施
時
間
帯
に
化

学
療
法
室
に
配
置
）―
と
な
る
。

　
外
来
化
学
療
法
加
算
1
に
限

ら
な
い
が
、「
常
勤
」
の
考
え

方
に
つ
い
て
も
う
少
し
触
れ
て

お
く
。
労
働
基
準
法
の
産
休
、

育
児
・
介
護
休
業
法
の
休
業
を

取
得
し
て
い
る
期
間
は
非
常
勤

者
に
よ
る
常
勤
換
算
が
可
能
と

な
る
こ
と
、
ま
た
育
児
・
介
護

休
業
法
で
労
働
時
間
短
縮
が
行

わ
れ
て
い
る
正
職
員
は
、
週
所

定
労
働
時
間
が
30
時
間
以
上
で

常
勤
扱
い
可
能
な
こ
と
も
覚
え

て
お
き
た
い
。

　
人
員
基
準
の
他
、
外
来
化
学

療
法
加
算
で
は
、
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
シ
ー
ト
等
を
含
む
専
用
の

ベ
ッ
ド
を
備
え
た
化
学
療
法
室

が
あ
り
、
化
学
療
法
実
施
時
間

帯
は
他
の
目
的
（
点
滴
、
輸
血

は
可
）
で
使
っ
て
い
な
い
か
、

加
算
「
1
」
で
は
レ
ジ
メ
ン
の

妥
当
性
評
価
・
承
認
す
る
委
員

会
が
年
1
回
以
上
開
催
さ
れ
議

事
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
適
切
か

に
も
注
意
し
た
い
。

　
麻
酔
管
理
料
に
つ
い
て
も
返

還
と
な
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ

る
。
届
出
が
多
い
の
は
管
理
料

「
Ⅰ
」
だ
が
、
必
要
と
さ
れ
る

常
勤
の
麻
酔
科
標
榜
医
が
適
切

に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加

え
て
、
麻
酔
科
が
き
ち
ん
と
標

榜
で
き
て
い
る
こ
と
、
麻
酔
科

標
榜
医
が
実
施
し
て
い
な
い
麻

酔
に
つ
い
て
は
算
定
対
象
外
で

あ
る
こ
と
等
に
留
意
し
て
お
き

た
い
。

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

26

外
来
化
学
療
法
加
算
と
麻
酔
管
理
料

天
道
是
邪
非
邪
⑩環境汚染編

小
泉 

昭
夫
（
中
京
西
部
）

新

し

い

環

境

保

健

小
児
四
肢
疼
痛
発
作
症

回
答
者
の
7
割
が「
更
な
る
軽
減
必
要
」

 
京
都
市
の
子
ど
も
医
療
費
改
定
を
受
け
て

小児科アンケート

2 0 1 9 年 (令和元年) 7 月 2 5 日第 3 0 5 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

　
「
私
の
す
す
め
る
…
」
の
テ
ー
マ
で
、
本
・
映 

画
・
音
楽
等
、
新
旧
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
心
に

残
っ
た
作
品
紹
介
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

8
0
0
字
以
内
。
他
の
テ
ー
マ
で
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
掲
載
し
た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

会
員
投
稿
を
募
集
中



福
祉
医
療
制
度
の
請
求
に
つ
い
て

年会費永久無料

京都クレジットサービス
㈱と提携しているゴール
ドカードは、京都府保険
医協会の会員は個人・家
族・法人カードとも年会
費は永久無料です。有利
な特典も備えておりま
す。ぜひお申込みをご検
討下さい。

ＤＣゴールド
カード

　
Ｑ
、（
54
）難
病
法
の
指
定
医

療
費
制
度
の
低
所
得
Ⅱ
5
0
0

0
円
／
月
の
受
給
者
証
と
、

（
43
）重
度
心
身
障
害
児
者
医
療

助
成
制
度
の
受
給
者
証
を
持
っ

て
い
る
患
者
が
外
来
受
診
し

た
。
保
険
と
公
費
二
者
の
計
三

者
併
用
で
レ
セ
プ
ト
を
作
成
せ

よ
と
言
わ
れ
た
が
、
事
務
的
に

煩
雑
で
あ
る
。最
終
的
に（
43
）

が
患
者
一
部
負
担
を
全
額
給
付

し
て
無
料
に
な
る
の
だ
か
ら
、

保
険
と（
43
）の
二
者
併
用
で
レ

セ
プ
ト
を
作
成
し
て
も
良
い
か
。

　
Ａ
、「
国
の
公
費
負
担
医
療

制
度
を
ま
ず
適
用
し
て
も
な
お

残
る
一
部
負
担
金
に
対
し
て

（
43
）等
の
福
祉
医
療
制
度
を
適

（
70
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
身
長
1
5
6
㎝
、
体
重
28
・

9
㎏
の
患
者
。
慢
性
呼
吸
不

全
、
胃
切
除
術
後
で
Ａ
医
療
機

関
か
ら
Ｂ
医
療
機
関
を
経
由
し

て
、
当
該
医
療
機
関
に
入
院
し

た
。
シ
ャ
ワ
ー
浴
の
た
め
、

ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
に
乗
り
、

浴
室
内
で
シ
ャ
ワ
ー
浴
用
の
椅

子
に
移
動
す
る
際
に
、
患
者
の

体
重
が
両
足
に
か
か
り
、
左
腰

部
と
右
足
に
痛
み
を
訴
え
た
た

め
、
シ
ャ
ワ
ー
浴
を
中
止
し

た
。
な
お
、
対
応
し
て
い
た
の

は
看
護
師
1
人
で
あ
っ
た
。
レ

は
、
安
全
面
か
ら
不
適
切
で

あ
っ
た
と
し
て
管
理
ミ
ス
な
ら

び
に
注
意
義
務
違
反
を
認
め

た
。
た
だ
し
、
装
具
費
用
に
つ

い
て
は
免
除
で
は
な
く
、
保
留

と
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

6
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
調
査
の
結
果
、
医
師
が
カ
ル

テ
に
入
浴
、
シ
ャ
ワ
ー
と
も
に

禁
止
す
る
旨
の
指
示
を
記
載
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
浴
を
許
可

し
た
こ
と
は
、
医
療
機
関
の
連

絡
ミ
ス
と
の
判
断
と
な
っ
た
。

な
お
、
仮
に
シ
ャ
ワ
ー
浴
が
禁

止
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

シ
ャ
ワ
ー
浴
を
急
ぐ
必
要
が
な

か
っ
た
の
で
、
看
護
体
制
の
十

分
取
れ
る
時
間
を
見
て
、
2
人

態
勢
で
無
理
な
く
で
き
る
時
間

帯
に
施
行
し
て
も
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
示
談
の
際
に
、
患
者

側
が
印
鑑
持
参
を
失
念
し
た

が
、
医
療
機
関
は
賠
償
金
を
支

払
い
、
後
日
、
患
者
側
に
示
談

書
に
印
を
押
し
て
郵
送
す
る
よ

う
に
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
患

者
側
は
す
ぐ
に
示
談
書
を
送
ら

ず
に
、
追
加
で
賠
償
金
を
要
求

す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。
示
談
の

手
続
き
に
つ
い
て
も
問
題
の

あ
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
示
談

書
へ
の
署
名
と
押
印
を
得
る
ま

で
に
賠
償
金
を
支
払
う
と
、
こ

の
よ
う
な
問
題
も
生
じ
得
る
こ

と
が
あ
る
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
全
面
的
に
過

誤
を
認
め
て
示
談
し
た
。

ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
た
と
こ
ろ
、

左
大
腿
骨
内
顆
骨
折
と
診
断
さ

れ
た
。

　
患
者
側
は
、
装
具
費
用
や
医

療
費
に
つ
い
て
支
払
い
を
拒
ん

だ
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
過

去
3
年
以
上
独
歩
不
能
の
患
者

に
対
し
て
、
看
護
師
1
人
の
み

で
シ
ャ
ワ
ー
浴
介
助
を
行
う
の

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
100

賠
償
金
の
支
払
い
は

 

必
ず
示
談
書
を
交
わ
し
て
か
ら

し
て
府
が
補
助
し
て
お
り
、
国

か
ら
の
費
用
は
一
切
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
福
祉
医
療
を
優
先
さ
せ
制
度

の
負
担
が
増
す
と
、
全
国
的
に

見
て
も
手
厚
い
京
都
府
独
自
の

福
祉
医
療
制
度
の
財
源
を
圧
迫

し
、
制
度
の
改
悪
、
崩
壊
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
確
か
に
福
祉
医
療
制
度
の
請

求
は
煩
雑
で
す
。
し
か
し
、
患

者
負
担
軽
減
の
た
め
に
先
人
が

作
り
上
げ
て
き
た
制
度
を
存

続
、
そ
し
て
拡
充
す
る
た
め
に

も
、
正
し
い
保
険
請
求
へ
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

用
す
る
」
と
い
う
原
則
か
ら
、

正
し
く
三
者
併
用
で
レ
セ
プ
ト

を
作
成
す
べ
き
で
す
。

　
（
54
）は
国
の
制
度
で
あ
り
、

医
療
費
助
成
の
う
ち
、
国
が
2

分
の
1
、
都
道
府
県
、
指
定
都

市
が
2
分
の
1
の
費
用
を
負
担

し
て
い
ま
す
。
一
方
、（
43
）は

京
都
府
独
自
の
福
祉
医
療
制
度

で
あ
り
、
市
町
村
の
助
成
に
対

政
策
部
会

 

吉
中 

丈
志

か
か
り
つ
け
医
登
録
制
を
許
さ
な
い

令
和
の
保
険
医
運
動
を

　
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
（
6
月

25
日
）
の
1
面
に
「
か
か
り
つ

け
医　
定
額
制
に
」
と
い
う
見

出
し
が
躍
り
、
患
者
が
自
分
の

か
か
り
つ
け
医
を
登
録
す
る
制

度
の
検
討
を
厚
生
労
働
省
が
始

め
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
2
0
2
1
年
度
の
法
改
正

が
視
野
に
入
っ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
か
か
り
つ
け

医
機
能
を
重
視
す
る
と
し
て
2

0
1
4
年
に
地
域
包
括
診
療
料

を
新
設
し
て
1
5
0
0
点
余
の

包
括
点
数
を
付
け
た
。
18
年
の

改
定
で
は
施
設
基
準
の
緩
和
、

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
有
す

る
医
療
機
関
を
評
価
」
し
た
初

診
時
の
機
能
強
化
加
算
を
新
設

し
た
。
こ
の
加
算
の
届
出
は
、

増
加
傾
向
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
一
気
に
進
め
る
の
が

報
道
の
内
容
で
、
政
府
が
か
か

り
つ
け
医
を
定
め
て
患
者
が
登

録
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
①
患

者
が
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す

る
場
合
に
は
定
額
と
す
る
②
か

か
り
つ
け
医
以
外
を
受
診
す
る

場
合
に
は
自
己
負
担
を
上
乗
せ

す
る
③
大
病
院
へ
は
か
か
り
つ

け
医
が
紹
介
す
る
流
れ
を
強
め

る
―
が
基
本
だ
（
以
下
、
か
か

り
つ
け
医
登
録
制
）。
患
者
に

は
、
登
録
を
希
望
し
な
い
場
合

に
は
従
前
と
同
様
出
来
高
制
を

認
め
る
、
医
療
機
関
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
人
頭
割

と
出
来
高
払
い
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
を
例
示
す
る
、
な
ど
に

よ
っ
て
懐
柔
す
る
。
医
師
偏
在

是
正
を
名
目
に
し
た
開
業
規
制

と
同
時
進
行
で
、
か
か
り
つ
け

医
登
録
制
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
と
出
来
高
払
い
制
を

否
定
し
、
わ
が
国
の
医
療
制
度

を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
根
本
厚
生
労
働
大
臣
は
こ
う

し
た
検
討
は
始
め
て
い
な
い
と

否
定
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、

新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
工
程

表
2
0
1
8
（
昨
年
12
月
）
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
し
て
経

済
財
政
諮
問
会
議
の
方
針
で
あ

る
こ
と
認
め
た
。
か
か
り
つ
け

医
登
録
制
が
社
会
保
障
費
削
減

の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

示
す
も
の
だ
。
参
議
院
選
挙
直

前
で
あ
る
た
め
骨
太
の
方
針
2

0
1
9
（
6
月
21
日
閣
議
決

定
）
で
は
社
会
保
障
制
度
へ
の

切
り
込
み
は
来
年
に
先
送
り
さ

れ
た
が
、
代
わ
っ
て
財
務
省
の

財
政
制
度
等
審
議
会
（
審
議
会

長
＝
榊
原
定
征
元
経
団
連
会

長
）
が
「
令
和
時
代
の
財
政
の

在
り
方
に
関
す
る
建
議
」（
6

月
19
日
）
を
出
し
て
政
府
に
発

破
を
か
け
て
い
る
。
わ
が
国
の

医
療
・
介
護
制
度
の
特
徴
で
あ

る
、
国
民
皆
保
険
、
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
、
自
由
開
業
制
、
出
来

高
払
い
（
同
資
料
Ⅱ
―
1
―
3
）

は
医
療
・
介
護
費
の
増
大
を
招

く
の
で
、
医
療
提
供
体
制
に
か

か
わ
る
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
、
自

由
開
業
制
、
出
来
高
払
い
を
取

り
除
け
と
い
う
の
で
あ
る
。
か

か
り
つ
け
医
登
録
制
で
は
、
か

か
り
つ
け
医
以
外
ま
た
は
大
病

院
で
受
診
す
る
場
合
に
は
診
療

報
酬
か
ら
追
加
自
己
負
担
分
を

差
し
引
い
た
額
し
か
保
険
給
付

し
な
い
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ

（
図
）。

　
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
、
自
由
開

業
制
、
出
来
高
払
い
を
欠
け
ば

国
民
皆
保
険
は
空
洞
化
す
る
。

保
険
で
良
い
医
療
と
良
い
医
業

を
目
指
す
保
険
医
運
動
は
こ
れ

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を

対　　象：京都府保険医協会会員
 ※原則として取りに来ていただける方

期　　間：10日間
 ※ 希望多数の場合、早めにご返却いた

だくことがあります

貸出モデル：CPR対応訓練用モデル 
 （除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

貸 
出 
要 
領

　協会では、医療安全対策の一環として医療機関向けに除細動のトレーニング
にも対応できる救急蘇生モデルの貸し出しを行っています。院内や院外での除
細動器を使った実践的なCPRトレーニングにご活用下さい。

CPR対応訓練用モデル

貸出料 無料

2 0 1 9 年 (令和元年) 7 月 2 5 日 第 3 0 5 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

医療安全を
身につけるために
医療安全研修 DVD PartⅡ

定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込・送料別）

図 紹介状なく受診する際の自己負担の在り方のイメージ
改革案： かかりつけ医以外または大病院で受診する場合に、

診療報酬の中で追加の患者負担
かかりつけ医の方が患者負担が小さくなるとともに病院の追
加収入も生じないことからより効率的なインセンティブを発
揮（国民医療費も増加せず）

※負担額は「かかりつけ医以外」と「大病院」でそれぞれ設定

かかりつけ機能を評価す
るためには包括払い形式
が望ましい

かかりつけ医
かかりつけ医以外

大病院

負担 負担

＝ ＝
患
者
負
担

患
者
負
担

保
険
給
付

保
険
給
付

診
療
報
酬

診
療
報
酬

医療機関
の収入

医療機関
の収入

→

負担

患者
負担増

保険財政
負担軽減

（
令
和
時
代
の
財
政
の
在
り
方
に
関
す
る
建
議　

資
料
Ⅱ
―

1
―

22
）

第
34
回 

保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　時 10月13日（日）午後 4時～ 9時
  14日（月・祝）午前 9時～午後 4時
場　所 グランキューブ大阪（大阪府立国際会議場）
参加費 医師 8,000円／コ・メディカル 500円／市民・学生 無料
その他 レセプション参加費10,000円／昼食弁当代（14日）1,500円

参加申込は京都府保険医協会まで

【13日】
●全国共同調査結果発表
 午後４時35分～５時15分
　「学校健診後治療調査」
●記念講演
 午後５時20分～午後７時5分
　「医療エンタメとリスクヘッジ」
 海堂　尊 氏（医師・作家）
●レセプション 午後７時30分～９時

【14日】
●分科会 午前９時～12時
●ポスターセッション
 午前９時～午後３時
●シンポジウム 午後１時15分～４時
①開業医がいきいきと働くために
② 731部隊とは何だったのか 
あらためて医の倫理を問う
③ 輝け！いのち　自分らしさを求めて
…『LGBT』を知る

過去・いま・未来
これからの医療をデザインする



　
今
年
は
梅
雨
入
り
が
遅
か
っ
た

せ
い
か
、
い
つ
ま
で
も
じ
め
じ
め

と
し
た
梅
雨
が
続
い
て
い
る
。
ぎ

ら
ぎ
ら
と
照
り
つ
け
る
太
陽
の
季

節
は
、
も
う
少
し
先
の
よ
う
だ
。

暑
い
季
節
は
高
血
圧
な
ど
の
慢
性

疾
患
以
外
は
ク
ー
ラ
ー
に
当
た
り

す
ぎ
て
熱
を
出
し
た
夏
風
邪
の
患

者
さ
ん
が
来
ら
れ
る
だ
け
で
、
診

療
所
の
暇
な
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。

夏
が
診
療
所
に
と
っ
て
暇
な
季
節

で
あ
る
の
は
、
夏
に
集
中
し
て
い

た
消
化
器
系
の
感
染
性
疾
患
が
激

減
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
、
夏
の
消
化
器
感
染

症
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
疾
患
で

あ
る
。
暇
な
外
来
の
時
間
に
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
ふ
と

以
前
の
食
中
毒
騒
ぎ
を
思
い
出
し

た
。

　
久
し
ぶ
り
に
や
っ
て
き
た
Ｙ
子

ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
三
日
前
か
ら
、
お
腹
が
痛

く
っ
て
」

　
「
下
痢
は
な
い
の
」

　
「
お
腹
は
下
っ
て
な
い
け
ど
、

今
朝
も
ど
し
て
し
ま
っ
て
。
し
ん

ど
く
っ
て
、
し
ん
ど
く
っ
て
」

　
「
随
分
と
お
腹
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

鳴
っ
て
い
る
ね
」

　
「
最
近
、
暑
く
な
っ
た
か
ら
冷

た
い
も
の
を
飲
み
過
ぎ
て
、
お
腹

を
壊
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

　
よ
く
あ
る
胃
腸
炎
か
と
思
っ
て

診
察
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
前

日
に
、
小
児
科
の
Ｎ
先
生
が
地
域

の
子
ど
も
会
旅
行
で
食
中
毒
が
発

生
し
て
、
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん

が
診
察
に
訪
れ
た
と
話
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
「
友
達
で
、
同
じ
よ
う
な
こ
と

言
っ
て
い
る
子
い
な
い
」

　
「
そ
う
い
え
ば
、
と
な
り
の
Ｚ

子
ち
ゃ
ん
も
、
お
腹
が
痛
い
っ
て

言
っ
て
い
ま
し
た
」

　
「
仲
良
し
な
の
。
一
緒
に
ど
こ

か
へ
出
か
け
な
か
っ
た
の
」

　
「
こ
の
間
の
子
ど
も
会
の
旅
行

で
は
一
緒
だ
っ
た
け
ど
」

　
「
へ
え
、
そ
れ
で
食
事
も
一
緒

に
し
な
か
っ
た
の
」

　
「
そ
の
と
き
は
、
お
昼
ご
飯
一

緒
に
食
べ
た
け
ど
」

　
「
で
、
ど
ん
な
料
理
だ
っ
た
の
」

　
「
ト
リ
料
理
だ
よ
。
ト
リ
の
お

刺
身
と
か
…
」

　
「
へ
え
、
ト
リ
刺
し
。
そ
れ

が
、
あ
た
っ
た
の
か
な
」

　
ど
う
も
Ｎ
先
生
の
情
報
に
あ
っ

た
食
中
毒
事
件
に
巻
き
こ
ま
れ
て

い
る
ら
し
い
。
こ
の
件
は
、
す
で

に
保
健
所
に
届
け
が
出
て
い
る
と

聞
い
て
い
た
の
で
気
を
揉
む
こ
と

も
な
か
っ
た
が
、
Ｎ
先
生
の
情
報

が
な
け
れ
ば
、
単
な
る
胃
腸
炎
で

済
ま
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
事
件
は
子
ど
も
会
の
親
睦

行
事
で
鳥
料
理
店
を
訪
れ
、
鶏
肉

の
刺
し
身
な
ど
を
食
べ
た
親
子
ら

二
十
六
人
が
下
痢
や
腹
痛
な
ど
の

症
状
を
訴
え
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
保
健
所
の
調
査
で
、
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
が
検
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
同
店
の
料
理
が
原
因
の
食

中
毒
と
断
定
さ
れ
て
、
三
日
間
の

営
業
停
止
処
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
の
便
か
ら
も
、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
が
検
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
件
は
Ｎ
先
生
の
情
報
の
お

か
げ
で
、
診
断
も
簡
単
で
あ
っ
た

し
、
悩
む
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し

か
し
食
中
毒
を
疑
っ
て
も
、
保
健

所
に
届
け
を
出
す
べ
き
か
悩
ん
で

し
ま
う
の
が
常
で
あ
る
。
集
団
発

飯田 泰啓（相楽）

診診診
察
室 やややや 話よもやま

お

腹

痛

生
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
食
中

毒
と
し
て
も
、
集
団
で
な
け
れ
ば

単
な
る
胃
腸
炎
で
す
ま
せ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。
集
団
食
中
毒
の

患
者
さ
ん
を
診
る
機
会
は
少
な

い
。
し
か
し
以
前
、
ベ
ロ
ト
キ
シ

ン
は
陰
性
で
あ
っ
た
も
の
の
下
痢

の
患
者
さ
ん
か
ら
Ｏ
―
1
5
7
が

検
出
さ
れ
た
。
い
く
ら
消
化
器
感

染
症
が
減
っ
た
と
い
っ
て
も
、
こ

の
季
節
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
疾

患
で
あ
る
。

　
現
在
で
は
衛
生
環
境
が
よ
く
な

り
食
物
も
清
潔
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
不
衛
生
が
原
因
の
食

中
毒
は
減
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
現
代
人
は
免
疫
力
が
な

く
、
無
抵
抗
に
な
っ
て
い
る
。
弱

毒
な
病
原
菌
で
も
す
ぐ
に
感
染
し

て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
だ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
、
猛
暑
に
向
か
う

折
、
生
も
の
に
は
十
分
な
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

第 7 回

　
川
口
周
利
氏
（
享
年
67
、
中

京
西
部
）
4
月
24
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

　
日
　
時　
9
月
28
日
（
土
）

午
後
3
時
10
分
〜
6
時

　
場
　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都 

3
階「
ロ
ー
ズ
の
間
」

　
参
加
費　
1
0
0
0
円

　
内
　
容　
講
演
Ⅰ
「
生
活
習

慣
病
と
し
て
の
心
房
細
動
の
捉

え
方
、
見
つ
け
方
」
武
田
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
長
・
桝
田
出
氏

（
座
長
：
岩
瀬
医
院
院
長
・
岩

瀬
知
行
氏
）、
講
演
Ⅱ
「
実
地

医
家
の
た
め
の
泌
尿
器
科
診
療

の
実
践
」
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー

第
1
1
3
回

 

京
都
実
地
医
家
の
会

診
療
部
長
、
泌
尿
器
科
科
長
・

奥
野
博
氏
（
座
長
：
片
岡
医
院

院
長
・
片
岡
正
人
氏
）

　
共
　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会
（
☎
0
7
5
・
5
8
1
・
0

0
2
4　
医
療
法
人
社
団
片
岡

医
院
）、
第
一
三
共
株
式
会
社

　
※
会
終
了
後
に
意
見
交
換
の

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
結
果

京
都
北
・
宇
治
久
世

　
京
都
北
・
宇
治
久
世
医
師
会
選
出
の
代
議
員
・
予
備
代

議
員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
立

候
補
者
数
は
定
数
以
内
で
し
た
の
で
、
京
都
府
保
険
医
協

会
選
挙
規
定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、
投
票
を
行
わ
ず
立

候
補
者
を
も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
2

0
2
1
年
4
月
30
日
ま
で
。 
（
敬
称
略
）

京
都
北

　
代
議
員
　
　
　
松
波 

達
也

　
予
備
代
議
員
　
浅
野 

純
志

宇
治
久
世

　
代
議
員
　
　
　
秋
岡 

潤
子
、
田
村 

晃
浩

　
　
　
　
　
　
　
西
尾 

敏
弘

　
予
備
代
議
員
　
幸
道 

直
樹
、
松
井 

英
司

　
　
　
　
　
　
　
河
本 

浩
栄
、
大
嶋 

章
裕

　
　
　
　
　
　
　
大
原 

亮

　
協
会
も
参
加
し
て
昨
年
結
成

し
た
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
京
都
連
絡
会
の
第
2
回
総

会
と
市
民
講
演
会
が
6
月
29
日

に
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は
、

賛
同
団
体
や
国
会
議
員
を
含
む

17
人
が
参
加
。
秋
山
和
雄
代
表

世
話
人
よ
り
活
動
報
告
を
行

い
、
北
川
善
猛
世
話
人
か
ら
今

年
度
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
了
承
さ
れ
た
。
連
絡
会

は
、
前
回
総
会
以
後
、
全
国
連

絡
会
と
連
携
し
つ
つ
、
国
に
向

け
て
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
意
見
書
を
あ
げ
て
も
ら

う
よ
う
自
治
体
要
請
を
行
う
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
、
山
梨
の
会
か

ら
起
こ
っ
た
「
子
ど
も
の

歯
科
矯
正
の
保
険
適
用
」

運
動
に
つ
い
て
も
協
力
し

て
お
り
、
こ
れ
は
京
都
新

聞
（
1
月
26
日
）
で
も
大

き
く
紹
介
さ
れ
た
。
協
会

と
し
て
も
、
そ
の
両
方
の

署
名
に
協
力
し
て
い
る
。

　
市
民
講
演
会
に
は
50
人

が
参
加
し
、
坂
本
紗
有
美

氏
（
日
本
美
口
協
会
代
表

理
事
）
に
よ
る
「
健
康
と

歯
周
病
・
む
し
歯
・
歯
並

び
の
深
い
関
係
に
つ
い

て
」
を
聞
い
た
。
坂
本
氏
は
、

様
々
な
視
点
か
ら
健
康
な
口
腔

環
境
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
説

明
。
歯
周
病
と
全
身
疾
患
と
の

関
わ
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

歯
科
矯
正
の
専
門
医
で
あ
る
特

徴
を
活
か
し
た
咀
嚼
や
歯
並
び

京都連絡会が第２回総会

保険で
良い歯科医療を

場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
※
日
医
生
涯
教
育
講
座
：
2

単
位
（
講
演
Ⅰ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
コ
ー
ド
：
43
動
機
、
82
生
活

習
慣
、
講
演
Ⅱ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
コ
ー
ド
：
65
排
尿
障
害
、
66

乏
尿
・
尿
閉
）

の
重
要
性
、
生
き
る
こ
と
の
基

本
で
あ
る
食
べ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
食
事
内
容
か
ら
食
べ
方
ま

で
口
腔
内
の
健
康
や
全
身
の
健

康
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と

を
説
明
し
た
。

反核医師のつどいin京都
●１日目 （14:00～18:30）
記念講演  「核兵器禁止条約とトランプの核政策」
　　　　　黒澤　満氏 （大阪女学院大学教授）

シンポジウム  「金融機関の核兵器製造企業への融資を止めさせよう」
　　　　　スージー・スナイダー氏
　　　　　（PAX核軍縮プログラム・マネジャー）

　　　　　目加田 説子氏
　　　　　（中央大学総合政策学部教授）

第30回

参加費は医師・歯科医師  5,000円

８月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（木）

９日
（金）

10日
（土） 労

災

13日
（火）

― ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

口
の
健
康
の
大
切
さ
を
語
る
坂
本
氏

●２日目 （9:30～12:30）
特別講演  「原発の法的問題と日本の司法制度の課題」（仮）
　　　　　樋口 英明氏 （元福井地裁裁判長）

講　　演  「北東アジア非核化のために私たちにできること」
　　　　　中村 桂子氏 （長崎大学核兵器廃絶研究センター准教授）

日 時 9 月14日（土）・15日（日）
場 所 メルパルク京都

主　催   第30回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員会

参加申込は
8月9日まで
問合せは協会へ

2 0 1 9 年 (令和元年) 7 月 2 5 日第 3 0 5 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行
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